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はじめに
杉野学園衣裳博物館は１９５７年に創設された日本で最
初の服飾専門の博物館である。欧米諸国を遊学した杉
野芳子は、欧米の有名なデザイナーは歴史的な衣裳に
触れることができる土壌に育ち、彼らのすばらしいデ
ザインはこの環境から生まれるのだということを強く
感じ、この博物館を建てた。その展示は西洋衣裳の変
遷にはじまり、日本、アジア、ヨーロッパ各地の民族
衣裳などを多くの人が見ることができるようにと学内
外に開放した。
当時、日本に博物館は少なく、まして服飾専門の博
物館はなかった。このようななか、染織資料を扱う博
物館として温湿度、照明などを配慮した設計を行った
ことが当時の記録から分かる。
そして開館から４９年経った今もなお、杉野芳子の理
念が感じられるよう、建物も展示も当時の姿をそのま
まにしている。しかし、建物と資料は老朽化と劣化の
影響を免れてはいない。
コレクションの基盤は、杉野芳子個人のものが主
で、またその理念から収蔵資料は異なる制作年代、制
作地、そして複合的な素材からなることがわかる。こ
の様な資料を後世に残し活用していくことは、博物館
員が資料やこれらを取り巻く複雑な環境にいかに取り
組んでいくかが大きな課題となる。
これらの衣裳博物館の抱える現状に鑑み、２００５年４
月から衣裳博物館は博物館を総合的（敷地環境、建物
環境、室内環境、保存環境）に維持管理していく IPM
（総合的有害物管理）の考え方に基づいて資料の保存
と活用のあるべき姿を模索し、様々な試みを行ってき
た。
そこで本論では博物館の抱える現状とその問題点を
挙げ、これらの対応策として IPM（総合有害生物管
理）という新しいマネージメント方法を導入し、現在
行っている取り組みと今後の課題を提起したい。
１．衣裳博物館と IPM
１－１．IPMとは
日本の博物館や美術館においては、１９７０年代から文
化財に発生した虫害やカビの処理方法として燻蒸ガス
や化学薬品を使用することを主な処置法として採用し
てきた。
しかし、１９９７年のモントリオール議定書第９回締約
国会合において、この主たる薬剤として採用されてき
た臭化メチルと酸化エチレンの混合ガスのうち、臭化
メチルが「オゾン層破壊物質」として規制の対象となっ
た。締約国のうち先進国においては、この臭化メチル
の規制は当初２００９年末であったが、近年の環境や人体
に対する配慮から、２００４年末に繰り上げになった。そ
のため、日本の博物館では従来の薬剤に頼る有害生物
処置に対する方法から、臭化メチルの代替剤や有害生
物に対する考え方を再検討する必要性がでてきた。
その代替策として注目されたのが、IPM : Integrant
Pest Management（総合有害生物管理法）である。本
来は農業分野で発展した害虫のコントロール方法で、
有害生物に対して大量の化学薬品に頼らない方法がそ
の特徴である。
文化財分野における「博物館、美術館における IPM
の基本概念」と「生物被害管理におけるその５段階の
コントロール」について木川りかは『民博通信』
No．１０７、２００４「総合的害虫管理 IPM という考え方」
のなかで説明しているので、以下に引用する。
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図１ 従来型の防除法と IPMによる防除の例の模式図（木川２００４を参考に筆者が作成）
博物館、美術館、図書館等における IPM の基本概念
① 複数の防除法の合理的統合
② 害虫密度をその組織の被害許容水準以下に減少さ
せること
③ その組織を囲む生態系のシステム管理
博物館、美術館、図書館等における IPM では「基
本的保存のための体制」すなわち予防保存の働きをと
りわけ重視し、化学的防除法などは、その不足分を補
う形でつけくわえられるべきである。
このような観点から、基幹的防除法はいきとどいた
清掃や公衆衛生、副次的防除法が従来の燻蒸法を含む
種々の対処法ということになろう（図１b）。もちろ
ん、これは２つのグループの防除法の重要度の程度を
いっているのではなく、役割分担の仕方をいっている
のであり、IPM には両方とも必要不可欠の防除法で
ある。
さらに同書において、木川は生物被害のコントロー
ル方法として、カナダ保存研究所（CCI）の事例を挙
げ、「生物被害管理における５段階のコントロール」
については、以下のように述べている。
〔１〕Avoid（回避）
効果的な清掃とクリーニング
〔２〕Block（遮断）
害虫が侵入するルートの遮断
〔３〕Detect（発見）
早期発見が重要、またその記録は不可欠
〔４〕Respond（対処）
収蔵品に安全な方法をとる
〔５〕Recover/Treat（復帰）
安全な収蔵空間に作品を戻して復帰する
このステップの「基盤となるのは、〔１〕Avoid と
〔２〕Block の段階である。これらの活動をひとつず
つ積み上げていくことが、IPM の基幹的防除法であ
り、この対策を行わなければ、次の段階に費やす労力
が多大になるばかりでなく、効果が上がらない結果と
な る。こ の 基 礎 に た っ て、Detect、Respond、Re-
cover という段階を考えていくことになる。（一部省
略）IPM 活動において一番大切なことは、衛生管理
（Sanitation）であり、じつはこれはわが国の古来か
らの伝統「目通し、風通し」の活動に通ずるものとも
いえるのである。」
１－２．衣裳博物館が IPMを導入する理由
衣裳博物館には、この基幹的防除法を考えてゆく必
要がある。
当館における「衣裳」とは、教育・研究対象である
一方、後世に守り伝えていかなくてはならない「文化
財」である。開館から約５０年という年月の経過は、収
蔵資料だけでなく、博物館の建物自体にも歴史的価値
を付加している。
また、「服飾教育に資する」という設立の理念によ
り、そのコレクションは西洋衣裳から民族衣裳、服飾
手芸品、布の見本帳など多岐にわたっている。これら
は複合的な材質であるがゆえに、その保存環境もそれ
ぞれ異なる。しかし、過去の保存環境は必ずしも良
かったとは言いがたい。
また、博物館をとりまく組織全体が意識を持つこと
で実現可能となり、それを無理なく遂行するために
も、これらの問題を包括的に取り扱い、多角的なアプ
ローチを行うことができる IPM というマネージメン
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図２ ２００３年衣裳博物館本館月間平均温湿度
図３ ２００４年衣裳博物館本館月間平均温湿度
トシステムは今後の衣裳博物館の総合的な保存管理活
動に多く寄与するといえるだろう。
１－３．目視調査
衣裳博物館の現状を把握し、総合的な方向性を出す
ために目視調査を実施した。
（１）実施日
２００５年４月２３日
（２）実施箇所
衣裳博物館本館・分室
（３）調査方法
目視による調査
（４）現状
２００５年４月２３日当時
①本館
・建物
１９５７年開館当初より使用している建物で、鉄筋コン
クリート建、地下１階、地上４階（中２階含める）で
ある。本館の様相は１９５７年以来、ほとんど変わらな
い。
正面玄関入口は前室が無く、外扉から入ってすぐ展
示室という構造である。創建当初、自然光での展示を
考慮していたこともあり、４方向にガラス窓が付いて
いる。
主な改築箇所は１９９２年に地下（配電室、変電室、石
炭庫、冷凍機、送風機、煙突）を博物館実習室（学生
は地下から出入りする）、撮影室に変更。屋上の排風
機室を撤去したのと同時に、別途屋上に出るための扉
を設置。また、地下から各階に通じる煙突、ダクトス
ペースを閉鎖しているが空間はそのままの状態と考え
られる。
２００１年１１月には、中２階の部分を会議室兼休憩室か
ら展示が行えるように内装を施している。また改装時
期は不明だが、現在の１階事務室は設計当初、守衛室
で室内を２分する仕切りがあったことが設計当初の図
面からうかがえる。
・施設
地下１階…現在は博物館実習室（旧ボイラー室）、資
料仮置室
１階………展示室、事務室、トイレ
中２階……企画展示室、館長室
２階………展示室
３階………展示室、収蔵庫
屋上
・温度と湿度
現在確認できる博物館の温湿度の測定記録は、若干
の記録の中断はあるものの１９８９年から２００５年まで残っ
ている。
測定方法は各階に温度・湿度計を設置し、２００５年の
７月までは館員の出勤している月曜日から土曜日まで
の毎日１６時に計測していた。２００５年の８月以降、測定
時間を従来のものに午前１０時を加えて実施している。
１９８９年当初、これらの測定に使用した温度・湿度計
は１階に湿度計、２・３階に毛髪式自記温湿度計を設
置し、測定を実施していたが、１９９５年５月ごろから
２００１年２月２８日までの間、この測定方法を誤っていた
ため、測定値は正しいものではないとの記録がある。
２００１年２月２８日に新たに別機種の温度・湿度計を１
階展示室、地下実習室に３個ずつ追加し、３月３０日に
同機種１個を１階展示室に追加している。また、２００１
年１２月２５日には EMPEX EXSENSOR を５台各階用
に設置している。
その後、２００４年１１月に使用していた各温度・湿度計
の数値が一致していないことを理由に EMPEX 社の
温度・湿度計に取替えている。
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・有害生物対策
日常清掃としては、館員が週１～２回全階の掃き掃
除を実施。階段に絨毯が敷設してある箇所ならびに事
務室の清掃は、粘着テープで表面のゴミを取る。使用
しているモップは週に１回業者が交換する。ごみ捨て
は、ごみが出た時に随時実施している。基本的には館
内清掃の際に実施する。
「建築物における衛生的環境の確保に関する法律」
いわゆる「ビル管理法」に基づき、建物の燻蒸を２０００
年に実施した記録がある。燻蒸剤は家の害虫駆除用の
薬剤（バルサンフォーガージェット、ピレスロイドス
ミスリン）を使用している（表１）。
資料の防虫対策は、昭和初期ごろに使用されていた
「ホドヂン」を使用していたことから、記録のある
１９９５年以前から防虫剤を使用していたことがわかる。
以後、継続的に展示ケース、衣裳ケースに市販の防虫
剤（パラジクロルベンゼン、ピレスロイド系）を使用
している（表２）。
新収蔵資料に対しての薬剤燻蒸等の処理は今まで実
施されず、資料の持込みに関しては特に規制や隔離な
どの対策はなされていない。
・照度と紫外線
照度は遮光カーテンを引いた状態で、蛍光灯下高さ
１５０cm の位置で１階が１１０～１３０lx、中２階９００～２２００
lx（調光機能の幅）、２階４００lx、３階が３６０lx である。
窓ガラスは１９９４年に紫外線４０パーセントカットガラ
スに入れ替え、遮光カーテンをこのときにかける。そ
れでも遮光カーテンの一部は紫外線のために穴が開き
始めている。
館内で使用している蛍光灯は、２００１年頃までは博物
館専用の紫外線カットのものを使用していたが、経費
の問題で現在は通常の蛍光灯を使用している。ケース
内には電灯は使用していない。
・空調機
設計当初は、地下に冷凍機、送風機、石炭室などが
あり、冷暖房が完備されていた。これらの設備がどの
ように（冷暖房の切り替え時期、設定温度等）作動し
ていたかははっきりとは分からない。
１９６６年以降、博物館を閉館し、空調を一切停止す
る。
１９９２年の地下室の改修に伴い、冷暖房機は地下と１
使用期間 状 況 発売元
１９９５年８月以前 「ホドヂン（パラジクロルベンゼン）」
取 替…年２回３・８月の全館消毒後
使用量…１４～５２／１ケース
＊衣裳のボリュームによって異なる。
エリモト本
舗㈱金星商
会
１９９５年８月～ 「パラゾールノンカット（パラジクロルベンゼン）」
取 替…年２回３・８月の全館消毒後
使用量…・１体用のケース…１１個
・２体用のケース…１６個
・タンス…４／引き出し
㈱白元
２０００年９月 防虫剤の量を３～５個減らして使用
２００１年度より 「たんすにゴン」
時期…年２回３・８月の全館消毒後
使用量
洋服ダンス用
・１体用のケース…１個
・２体用のケース…１個
・タンス…１個
引き出し用
・引き出し…２個
・のぞきケース…２個
KINCHO
２００５年より 使用期間（１年）が経過しているものを随時取替
表２ 防虫剤の使用状況
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階の事務室、中２階の館長室に設置し、２０００年には空
気清浄機を２階と３階の展示室に各１台ずつ設置して
いたが、２００５年７月に徹底した。
②分室
・建物
１９８６年に杉野服飾大学の染色文化研究所として設
立。その後、染色文化研究所廃止に伴い２００５年４月衣
裳博物館分室、学芸員・学芸員基礎課程の実習室とし
て利用されることになった。２階部分は収蔵庫として
将来改修予定である。
鉄筋コンクリート地下１階、地上３階建て、全体を
コンクリートの打ちっぱなしの外壁を持つ。室内は天
井高が低いため、内部は天井を張らず、むき出しの状
態で塗装を施している。また、１階から３階まで室内
の構造はほとんど同じで、南側に出入り口があり、
東、西、北に窓が付き、前面ガラス張りである。
２００５年３月に遮光のために、２階の窓、出入り口の
扉部分を内側からベニヤ板で覆う。
・施設
地下１階…倉庫
１階………博物館実習室
２階………倉庫（収蔵庫に改修予定）
３階………研究室・展示室
・温湿度
温湿度の測定ならびに計器の設置は実施していな
い。
・有害生物対策
移管に伴う館内清掃を実施中。
・照度と紫外線
各階の照度は、蛍光灯の下は５６３lx。窓際から１m
離れた場所（直射日光ではない）で６４５lx である。
１階…ワイヤー入り摺りガラス（上段）、キューブ
合わせガラス（下段）を併用。
２階…ワイヤー入り摺りガラス（上段）、キューブ
合わせガラス（下段）を併用。窓部分に内側
よりベニヤ板を張り込む（２００５年３月施工）。
３階…ワイヤー入り摺りガラス（上段）、キューブ
合わせガラス（下段）を併用。上部のすりガ
ラスの遮光に関しては、白色のブラインドで
遮光。
・空調機
１階から３階に集中制御の空調機が付いている。年
に２回冷・暖房の切り替えのため空調が止まり、切り
替え後は冷・暖房のどちらかしか使用できないもので
ある。したがって、博物館単独で冷暖房の切り替えや
温湿度、風量等の詳細な設定は不可能である。
ただし、２階には家庭用エアコン２基（約２０年ほど
前の機種ではないか）が着き、独自で稼動することが
可能である。
③資料の収蔵状況
収蔵資料は、衣裳や服飾品、布見本帳などの資料を
合わせて約１４００点収蔵している。
本館の収蔵状況は、資料の大半を展示しながら収蔵
しているという状況で、そのほかの資料は主に３階の
収蔵庫内に収蔵している。３階の収蔵庫の面積は全体
の資料の分量に対して非常に狭く、各収納ダンス内に
重ね置きをし、タンスに入らないものはダンボールに
収納してある。
収蔵庫内の空調設備は一切なく、庫内の空気の循環
はできていない。また、２００６年７月２８日より前に庫内
の温湿度測定を個別測定していない。
また、照明も独立ではなく３階展示室の照明と電源
が同じである。
１－４．問題点
⑴ 建物
本館、分室ともに建物の外からの出入り口のシーリ
ングが甘く、外から有害生物が容易に侵入でき、外気
の影響を受けやすい状態である。
本館、分室共に建物の４方向に窓ガラスがあり、紫
外線、太陽光による室内の温度の上昇が懸念される。
⑵ 温度と湿度
継続的にモニタリングを実施していることは、衣裳
博物館の環境を知る上で非常に有益なデータの蓄積と
考えられる。
２００４年に問題となった温度・湿度計の誤差に関して
は、今まで使用してきた各機種間の誤差は不明であ
り、選定した機種を見る限り、家庭用の計器といえ
る。また、EMPEX 社自体が、家庭用のインテリア温
度・湿度計を中心に製作している会社であることがわ
かった。計器の誤差は、どの温湿度計にもあること
で、これらの測定値を較正する方法が問題である。衣
裳博物館の場合、測定値の較正を今まで行っていない
ことや、使用している計器の機種などから、測定値の
精度はあまり高いとは考えられない。ただし、数値の
推移などからおおよその温湿度の変化は推測が可能で
ある。
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温度・湿度計の誤差はあるが、年間の温湿度の動き
を見るため、参考までに２００３年と２００４年の記録を抽出
し、グラフ化を試みた（図２・３）。温度は非常に緩
やかな曲線で移行しているが、湿度は変動差が大きい
ことが分かる。グラフの変化と季節変動を合わせて考
えると、本館は３月の春雨から１１月末ごろまでは外気
の影響を受けやすいことが指摘できる。
相対湿度７５パーセントの環境では、室内でカビが発
生するまでの期間はおよそ２ヶ月程度になる。これよ
りも多湿の期間が続くときは、湿度をさらに低く設定
する必要がある。カビが長期にわたって発生しないよ
うにするためには、最低でも相対湿度６０パーセント未
満の環境を維持する必要性がある。
例えば、当館と同じような資料を収蔵している京都
服飾文化研究財団（KCI）の収蔵庫の設定は、温度２０
度、湿度相対湿度５０パーセントであり、展示室におい
ても温度２５度、相対湿度５０パーセントとその設定は低
い。非常に耐久性が低く、生物や環境の影響を受けや
すい衣裳などの染織品を扱う博物館としては、それ相
当の配慮が必要と考えられる。
⑶ 有害生物対策
薬剤使用に関しては、人体、環境、資料にとって安
全なものを選定する必要性がある。過去、建物燻蒸に
使用した薬剤とその使用方法は文化財の燻蒸として必
ずしも適切とはいえない。また防虫剤に関しても、ピ
レスロイド系の薬剤は人体に影響があることやエムペ
トリン系薬剤は金属に対して化学変化を引き起こす可
能性があることなど衣裳には様々な装飾品が付くので
今後、資料ごとに適した薬剤の検討が必要である。
また、資料の日常管理（清掃、衣裳の取り扱い、手
袋の着用等）の徹底がなされていないために、温湿度
の上昇に伴い常に資料が危機にさらされている環境に
あることも否めない。
⑷ 照度と紫外線
染織品の照度基準の設定は ICOM（Committee for
International Council of Museums：国際博物館会議）
は５０lx、日本の博物館は１１０lx である（表３）なかで、
当館の照度は１１０lx から２２００lx までと均一性に欠き、
かつ照度が非常に高いことが指摘できる。
また、今回は紫外線を測定するには至らなかった
が、本館は開館時間の１０時から１６時までの６時間、紫
外線カットの蛍光灯を一部使用していない照明を点灯
し続けていることなどから蛍光灯からの積算照度、紫
外線の影響は大きいものと考えられる。
分室は、４方向がガラスになっており、外光が差し
込む環境なので、これらのガラスに対しても何らかの
対策が必要になってくるであろう。
表３ 照度基準（『学芸員ハンドブック』１９８９より抜粋）
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⑸ 空調機
本館の開館当初の空調設備の性能についての詳細は
分からない。また、５０年前の博物館を取り巻く状況と
現在の状況も異なる。ただ、ここで言えるのは空調機
と温湿度の状況は密接に関係しているということであ
る。
過去数十年の間、本館の展示室と収蔵庫には温湿度
の設定が可能な空調機が設置されていない。１年間の
温湿度の変動が大きい日本の気候を考えると、当館の
資料は外気の影響を受けやすい環境に長い間さらされ
てきたことは間違いない。今後、収蔵庫として運用を
開始する分室においても、集中制御ではない独立かつ
調整可能な空調機を導入する必要があるであろう。
２．IPMプログラムの策定
目視調査により、衣裳博物館には建物の環境、温湿
度、有害生物対策、照度と紫外線、空調機など様々な
現状と課題があることがわかった。
これらの結果を踏まえて、「状況と対策の段階的モ
デルの７つのレベル（木川りか・Tom Strang「文化財
展示収蔵環境における IPM プログラム：状況と対策
の段階的モデル」２００５）」のうち当館のモデルとなる
レベルを以下に紹介し、次なるステップを提示した
い。
２－１．７つのレベル
木川らは IPM プログラムを推進するための生物被
害状況と、それに応じた具体的な IPM 活動のモデル
として「７つのレベル」を設定している。これは、各
館の現状から館のレベルを導き出し、無理のない
IPM プログラムを遂行するための具体的な対策を計
画できるようにしたものである。
各レベルの状況を以下に引用する（木川りか・Tom
Strang「文化財展示収蔵環境における IPM プログラ
ム：状況と対策の段階的モデル」２００５）。
・レベル０
建物なし。屋外彫刻、トーテムポールなど。
あらゆる劣化要因が到達する状況（屋外環境）であ
る。屋外にある資料の種類はそう多くないが、この
レベルをあえて設定した理由は他のレベルの状況を
かんがえるときの基準点となるためである。
・レベル１
屋根や覆いがあり、雨水と直射日光から保護されて
いる。
（例）覆い屋、テントなど。
・レベル２
屋根と壁、ドアによって、雨水や直射日光、風など
の外部の要因から、最低限は保護されている。しか
し、建物には隙間があるため、激しい風雨や雪、斜
光、土煙や植物の種子などが侵入する場合がある。
（例）物置き、プレハブ倉庫など。
・レベル３
多くの歴史的建造物を想定した段階である。少なく
とも、内部空間の環境をコントロールする保護機能
が、基本的な居住空間並にある。換気は可能である
が、いわゆる空調設備等はない。夏は暑く、冬は寒
い。
（例）寺社、教会などの歴史的建造物など。
・レベル４
博物館、美術館、文書館等の基本的な機能を果たし
ている場合が想定されている。内部空間の環境をコ
ントロールする機能が、レベル３よりもかなり洗練
され、空調設備（HVAC system: heating, ventilation
and air conditioning system）がある。建物が社会的
な機能を有している。
（例）小～中規模の博物館等の施設。場合によって
は、古い建物や、必ずしも博物館等専用に設計され
た建物ではない場合も含む。
・レベル５
最初から博物館、美術館、文書館を目的とした建物
として設計されたものである。このレベルからは、
保存対策として生物被害の見地からも設計が考慮さ
れた計画例となる。
（例）整備された施設を有する比較的大きな博物館、
美術館、文書館等の施設。
・レベル６
建物の設計時から、資料の長期保存を目的として計
画が行われている例である。生物被害だけに限ら
ず、より広い視野からリスク管理の視点がとり入れ
られており、非常時にも資料への影響が最小で済む
ような配慮がなされている。
（例）資料保存をよく考えて特別に整備された近代
的施設。
２－２．衣裳博物館のレベルとその対策
目視調査の結果から、本館と分室のレベルは、レベ
ル３からレベル４に相当すると考えられる。
衣裳博物館の状況とこれらの改良案としてレベル３
とレベル４の一般的な状況と改良案を参考（木川り
か・Tom Strang「文化財展示収蔵環境における IPM
プログラム：状況と対策の段階的モデル」２００５，表４
と表５を参考に筆者が加筆し作成）に表４にまとめた。
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実際の状況
本館（以下、本に省略）、分室（以下、分に省略）ともに建築のための標準的な土地整備が行わ
れており、建物の雨水の排水機能も整っている。
本：博物館の基本機能を果たしている建物。
分：古い建物で必ずしも博物館専用に設計されたものではない。外部環境からあまり遮断されて
いない。
衣裳博物館の状況 改 良 案
建 物
本・分：構造的にしっかりした建物である。雨
水や風から保護されている。建物に隙間がない
わけではないが、レベル２に比べると隙間が小
さく、ネズミなどの侵入が制限されている。扉
などによりある程度虫の侵入も制限されている
が、網戸はない。内部の施設の老朽化に伴い、
床や壁の割れ目などに害虫が潜む場合がある。
本：外部からの緩衝地帯としてエントランスが
ある。換気はでき、一部空調設備がある。雨樋
が建物の内部（３階部分）を通っている。
分：建物に空調設備があるが、集中制御のもの
である。各階のエントランス部分は内部と外部
との緩衝地帯がない。
本・分：ドアや窓の開口部のシール性能を向上
させる。ドアなどで隙間がある場合は、ブラシ
やゴムなどのついたすき間用ストリップ等を利
用する。とくに、非常口のような一枚立てのド
アではすき間用ストリップなどで害虫などの侵
入を防ぐ。ネズミ等が侵入しにくいドアを使用
する。また建物内部の仕切りの扉についても
シール性能を向上させる。可能ならば、入り口
や窓に虫の侵入を防ぐ網戸をつける。
本：建物基礎部からある程度離れた場所になる
よう雨樋の管をのばす。
分：個別に設定、稼動が可能な空調設備に取り
替える。また、エントランス部分は前室などの
外部からの緩衝地帯を設ける。
備品や設備
本：展示ケースがかなりの割合で使用されてい
るが、すべてが害虫・埃の侵入に対して耐久性
のあるものとは限らない。しかし、それでも害
虫・埃の侵入の頻度はかなり低くなっている。
収蔵環境では、一部の収蔵品がキャビネットの
なかに入れられているだけで、その他は薄葉に
くるまれて置かれているか、箱に入れて置かれ
ている。資料が混み合っており、一部の資料に
近付けない状況にあり、点検できない場合もあ
る。
本・分：照明は照度調節をおこなっておらず、
また紫外線を防止したものを使用していない。
本・分：被害を受けやすい貴重な資料は、害虫
の侵入を防止するため、できれば０．３mm 以下
の隙間のキャビネットに保管する。
多湿になる季節では除湿機を用いて、相対湿
度が少なくとも６０％未満になるように除湿す
る。桐箱やキャビネットに保管されているもの
は、少なくともネズミなどの被害からは保護さ
れる。また、新規に受け入れる資料の殺虫処理
ができるように、一時保管庫や処置室を確保す
る。可能ならば殺虫処理設備（燻蒸庫、二酸化
炭素処理用のテント、低温処理ができるフリー
ザー、窒素処理装置など）を設置する。ゴミ置
き場は、建物外部か、あるいは他の空間とよく
遮断された部屋などに設置する。
照明は照度調節ができ、紫外線が防止できる
ものに換える。
表４ 衣裳博物館の状況と改良案（木川りか・Tom Strang「文化財展示収蔵環境における IPMプログラム：状況と対策
の段階的モデル」２００５，表４と表５を参考に筆者が作成）
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そして、博物館の保存環境を良好な状態で維持でき
るようにしていくことを目標に掲げ、最初のステップ
として下記の点に重点をおいて IPM を実践していく
こととした。
・日常清掃の見直し
・温湿度のモニタリング
・紫外線対策（窓、蛍光灯）
・本館、分室における資料保存のための生物状況・建
物環境のモニタリング
・生物の侵入経路の遮断（出入り口の隙間対策、粘着
性マットの導入）
・建物・収蔵資料の燻蒸（時期、方法の選定）
３．IPMの実践へむけて
３－１．日常清掃の見直し
原則として週に１度全館清掃を実施。
２００５年度までは委託業者が週に１度取り替えていた
モップは「衛生管理」という観点に立って考えると、
汚れたモップを取り替えられるまでの間、館内で保管
し、清掃の必要性があれば汚れたモップを使用するこ
とになる。このことは、保管する収納棚が害虫の発生
源となる可能性や、害虫などの被害が拡散する可能性
をはらむ。これらの危険を避けるために、使い捨ての
拭きとりシートとアルコールが塗布されたシートを併
用して清掃に使用することにした。そして、いつでも
清潔なものが使用できるようにした。
また、絨毯部分の清掃に関しては粘着テープタイプ
のものから、館内に粉塵を撒き散らさない HEPA
フィルター付きの掃除機に変更した。
年に一度の大掃除の際は、ケース天井部分のすす払
い、ケースの拭き掃除など通常は実施しない箇所を重
点的に清掃することに努めた。
３－２．温湿度のモニタリング
温湿度は先述したように、１９８９年からモニタリング
衣裳博物館の状況 改 良 案
被害防止の
ための活動
本：収蔵品を出し入れするときに、その棚近辺
のものは、ざっと目で見ている。年毎の収蔵庫
の衛生管理は通路のみ掃除機をかけるにとどま
り、棚の下などはほとんど掃除をしていない。
展示室の掃除は頻繁にしているが、掃除しにく
い場所、見えない場所などに埃、ごみ、髪の毛
などがたまっている。
本・分：少なくとも年に１回屋根裏や床下を点
検し、害虫やネズミなどの被害の発生を調査す
る。床下や屋根裏は居住空間よりも開口部が大
きいことが多く、侵入の可能性が高い。年間ク
リーニングのプランをたて、１年に一度は、棚
の下や普段あまり掃除しない場所にたまったゴ
ミや埃を清掃するようにする。
新規に受け入れた資料は、直接収蔵庫に入れ
たりせず、一時保管庫、あるいは隔離室に入れ
るというルールを徹底する。害虫等がついてい
るおそれがある場合は、適切な方法によって必
ず殺虫等の処理を行うようにする。
適切な防除専門家と契約し、必要なときに処
置等の援助をしてもらえる体制にしておく。特
にスタッフの居室などのゴキブリの駆除など、
時効性の薬剤等を扱う場合については、このよ
うな専門家に頼んだほうがよい。
出入り口付近などの主要な開口部やそのほか
の要所で粘着トラップなどを使用して害虫の侵
入をモニターする。また、そのデータを活用し
て、建物の遮断性能などの改善プランに役立て
る。
被害経過の
予測
本・分：持ち込んだ収蔵品や展示品についてき
た害虫が原因で局所的被害が起きる可能性や、
そのことが原因による慢性的被害が起きる場合
が予想される。ネズミなどによる被害は目視で
きる範囲ではみられない。その反面、虫害の被
害のほうが多いと考えられる。
本：室内で害虫などによる被害が生じる可能性
がある。紙の資料や織物等では害虫の慢性的な
被害が起きやすい。湿気の高い地下や屋根裏な
どではレベル２の状況に相当する被害予想され
る。
予想される
劣化の進行
速度
書籍などの平均的な寿命の品目で、百年から数
十年、絵画や動物質の織物など影響の大きい品
目では、数年ほどの間に被害が生じる場合があ
る。
上記の改良案を遂行することによって、劣化の
進行速度を遅くすることが可能となる。
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を実施している。基本的には、この体制を変更せず、
測定値の較正方法も考慮しながら継続的に実施してい
く。
測定時間も１６時の１回から、１０時と１６時の２回に変
更。測定箇所も、エントランス部分の外側を追加した。
現在の計器および体制の場合、館員が出勤していな
い休館日の温湿度の測定は不可能であり、効果的に温
度湿度をモニタリングすることは難しい。そこで、計
画的にアナログの温度・湿度計から、１日の温湿度の
推移だけではなく、年間を通じた温湿度の管理がパソ
コンで可能なデーターロガーに随時取り替えていく予
定である。
３－３．空調機の導入
２００５年７月に本館２階と３階の展示室に空調機が導
入された。空調機の導入はかねてより望まれていたこ
とであり、温湿度の管理上でも重要な役割を担う。
採用機種は通常の業務用のエアコンであり、細かな
温度湿度の設定は不可能であるが、過去の数１０年間と
比べて格段に効果が上がってきていることには間違い
はない。
しかし、当館の展示室は展示のための空間であると
同時に収蔵も兼ねていることなどを鑑みると、この機
種が通常の生活空間を対象とした空調機であるために
温度を基準として作動することがこの１年の運用でわ
かった。衣裳にとって安定した温湿度（温湿度の高低
差が少ないこと）を供給するための空調機として機能
させるためには、春雨や秋雨の時期の低温度、高湿度
の時期をいかに乗り切るかが今後の課題となるだろ
う。温湿度のモニタリングを継続して実施しながら検
討していきたい。
３－４．紫外線対策
⑴ 外光
外光からの紫外線の影響で遮光カーテンに穴が開き
始めている現状から、窓に遮光フィルム・紫外線カッ
トフィルムを貼る。もしくは、カットフィルムを張っ
たガラスを内側から差し込むことを検討していく必要
がある。
⑵ 展示室内の蛍光灯
紫外線カットフィルターカバーを蛍光灯に被せるこ
とにより、紫外線をカットするだけでなく、防虫や蛍
光灯のガラスが破損した際にガラスが飛散する可能性
もある。
蛍光灯の取替えが容易な分室の収蔵庫、企画展示室
の蛍光灯のカバーがなく露出している状態なので、こ
の部分から取替えを実施した。今後、本館にも随時採
用していく予定である。
３－５．生物状況のモニタリング
昆虫が侵入しやすい施設構造と衣裳の保存状態（虫
害等）を把握するために昆虫トラップ調査を実施した
（図４・５）。
図４ 本館・昆虫トラップ配置図
図５ 分室・昆虫トラップ配置図
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３－５－１．２００５年度
⑴ １回目
・実施日：２００５年５月１６日
～２００５年６月４日
・実施箇所：本館、分室各階と事務室、館長室、収蔵
庫、すべての展示ケース内
・使用トラップ：粘着トラップ（１５９個）
・実施結果：出入り口付近に外部侵入性の昆虫類（双
翅目）が圧倒的に多く、季節的に発生し、捕獲され
る昆虫類が館内まで侵入してきていることがわかっ
た。また、本館と分室でチャタテムシ目の昆虫が捕
獲された。
以上のことから、建物の出入口および入館者の導線
を再度構築する必要性がある。また、チャタテムシの
捕獲は、日常清掃、空気の循環（湿気だまり）等の配
慮を行う必要性を示唆するものとして考慮すべき点で
ある。
⑵ ２回目
・実施日：２００５年６月２８日
～２００５年７月１０日
・実施箇所：１回目の調査でチャタテムシが大量に発
見された分室２階を中心に３階をさらに詳細に限定
してトラップを設置。
・使用トラップ：粘着トラップ（５個）
・実施結果：分室２階の入り口に置いている棚付近か
ら大量にチャタテムシが発見された。部屋の定期的
な清掃を試みる必要がある。
３－５－２．２００６年度
２００５年度の調査結果を受け、粘着トラップだけでは
なく、文化財害虫が発見され、将来収蔵庫となる分室
２階部分を重点的にフェロモントラップの設置を試み
た。
・実施日：２００６年７月６日
～２００６年８月７日
・実施箇所：本館、分室の各階、事務室、館長室、収
蔵庫内（２００５年と同じ箇所）
・使用トラップ：粘着トラップ（５７個）、フェロモン
トラップ（ヒメマルカツオブシムシ用１個、タバコ
シバンムシ用１個）
・実施結果：本館３階部分と分室にチャタテムシの捕
獲があった。
チャタテムシは前回同様、日常清掃、空気の循環
（湿気だまり）等の配慮を重点的に実施する箇所とし
て今後検討していく必要がある。また今回の調査で問
題である箇所は、分室の１階「０番」付近で６０匹ほど
のトビムシが捕獲されたこと、さらに２階に設置した
タバコシバンムシが１９匹捕獲された。
分室２階には資料がほとんどないことから、タバコ
シバンムシの発生原因はワラや昆虫の死骸からの発
生、もしくは外部侵入の可能性もある。１階のトビム
シの捕獲数などから鑑みて、外部から侵入した昆虫の
死骸にタバコシバンムシが発生した可能性も高い。外
部から侵入する昆虫をできるだけ遮断する方法を考慮
すると同時に、発生原因の限定を行う必要性がある。
３－５－３．分析
生物状況のモニタリングの結果、文化財害虫として
カツオブシムシ科とシバンムシ科およびチャタテムシ
目の昆虫が捕獲された。
カツオブシムシ科の昆虫は毛皮、毛織物、生糸、絹
織物、生薬、種子、書籍などの動植物質を加害するの
で、当館の収蔵資料はその対象となり、注意を要す
る。また、シバンムシ科の昆虫は、畳、染料、紙、各
種貯蔵穀類などの乾燥動植物質を食害する。
チャタテムシ目の昆虫は、高湿と暗所を好み、書
籍、動物標本などに生えたカビを食する。生息数が多
くなると、他の害虫などを呼び寄せる危険もある。ま
た、室内の高湿の指標となる文化財害虫として知られ
ている。
これらの文化財害虫の捕獲は、当館の収蔵資料を加
害する昆虫の存在と、資料の保存・管理の環境が良好
でない箇所を示している。
３－６．建物の環境調査
分室２階部分を収蔵庫として改修するにあたって、
２００５年６月に実施した昆虫トラップ調査以後、日常清
掃を実施していたが、室内を締め切っているにもかか
わらず、非常に埃がたまりやすい状態だった。
そこで、室内の気密性や微生物の存在を知るため、
また資料を収蔵する部屋として整備していくための指
針として環境調査を実施し（図６）、その評価を得た。
３－６－１．空中浮遊真菌類調査
・実施日：２００５年１２月１９日
・実施箇所：分室２階
・使用機器：RCA エアーサンプラー（グンゼ産業㈱）
・調査目的：室内の清浄度を測るため。
・調査結果：空中浮遊真菌類の個数を NASA 規格と
比較すると、清浄度は１００，０００クラス（数値が小さ
くなるにつれて清浄度は高くなる）に相当する。表
５と８が今回の調査で出た数値である。
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採集場所 真菌（カビ数＋酵母数）（個）
① １５ （１５＋０）
② １６ （１５＋１）
③ １３ （１２＋１）
④ １２ （１２＋０）
測定場所 測定値 ５mm：個／ft３
１回目 ２回目 ３回目 平均
① ２７１ ２４８ ２９７ ２７２
② ２７４ ２６８ ２８３ ２７５
③ ３０４ ２７７ ２５０ ２７７
④ ２８３ ２６９ ２３３ ２６２
表５ 空中浮遊菌真菌数表
採集場所：分室２階
使用培地：アガーストリップ YM（真菌）
３－６－２．浮遊粉塵調査
・実施日：２００５年１２月１９日
・実施箇所：分室２階
・使用機器：パーティクルカウンター ABACUS－
３０１（PMS 社）
・調査目的：室内の清浄度を測るため。
・調査結果：浮遊粉塵の個数を NASA 規格と比較す
ると、清浄度は１００，０００クラスに相当する。表６と
表９が今回の調査で出た数値である。
表６ 浮遊粉塵数表
採集場所：分室２階
測定機器：パーティクルカウンター
３－６－３．風速調査
・実施日：２００５年１２月１９日
・実施箇所：分室２階
・使用機器：マルチ環境計測器 FC－４５２（㈱テス
トー）
・調査目的：室内の気密性を調べるため
・調査結果：表７のとおりである。
①丸型換気口のうち、１箇所（北西隅、図６－⑫）
が全く塞がれていないため、他の換気口より多
く外気が流入している。
②西側にある２箇所の出入口扉は両者から外気が
多く流入している（図６－⑧）。
室内全体に細かな砂や埃が存在する原因と考え
られる。
図６ 分室収蔵庫環境調査ポイント
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測定場所 測定値 mm/sec
① ０．０７
② ０．０３
③ ０．０４
④ ０．０４
⑤ ０．０２
⑥ ０．０２
⑦ ０．１
⑧ ０．３１
⑨ ０．０８
⑩ ０．２２
⑪ ０．０９
⑫ ０．５８
⑬ ０．０２
⑭ ０．０１
⑮ ０．０１
⑯ ０．０１
ドアの外 ３．７
表７ 風速測定表
採集場所：分室2階
使用機器：マルチ環境計測器 FC-452
３－６－４．分析
今回の調査の結果より、NASA 基準の清浄度クラ
ス１０００００であることがわかった。これは、私たちが通
常生活する空間と同じ清浄度で、室内の機密性が保た
れていないことがわかった。
分室２階は現状のままだと収蔵庫として位置づける
ことは難しい状態であった。一般的な収蔵庫化へ向け
ての計画的に段階を踏んで実行していく必要性が明確
になった。
４．今後の課題と展望
２００５年より IPM プログラムの策定にあたって様々
な取り組みを行い、多くの方々からアドバイスをいた
だいた。
日常清掃、温湿度の安定化、照度や紫外線の問題、
そして生物被害対策など本館の抱える課題は山積して
いる。
今までは問題が起きてから対処していたこれらの課
題を、今後は資料をよりよい状態に保つために日常か
らどのようなことをすべきなのか、ということに重点
をおいた考え方へ移行すべく IPM という新しいマ
ネージメント方法を衣裳博物館に導入した。
このプログラムに終わりはなく、衣裳博物館は、よ
うやく今、その入り口に立った段階なのである。
これから、このプログラムを遂行していくために
は、博物館職員だけでなく、資料に関わるすべての人
たちが予防保存の実践を共通の問題として認識するこ
清 浄 度
ク ラ ス
微 生 物 数
NASA基準 ℓ換算
RCSエアーサンプラーによる測定数値
３０秒 １分 ２分 ４分 ８分
個／ft３ 個／ℓ 個／２０ℓ 個／４０ℓ 個／８０ℓ 個／１６０ℓ 個／３２０ℓ
１００ ０．１＞ ０．００３５＞
０ ０ ０ ０～１＞ １＞
０．０７ ０．１４ ０．２８ １ １
１０，０００ ０．５＞ ０．０１７６＞
０ １＞ １～２＞ ３＞ ６＞
０．３５２ ０．７ １．４ ２．８１ ５．６３
１００，０００ ２．５＞ ０．０８８４＞
１～２＞ ３～４＞ ７＞ １４＞ ２８＞
１．７６８ ３．５３ ７．０７ １４．１４ ２８．２８
〔米国 NASA 規格 NHB－５３４０－２による〕
※上記の表は、NASA 規格を今回調査に使用した RCS エアーサンプラー用に換算
表８ 空中浮遊真菌類の個数からみたNASA規格における清浄度クラス
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とが重要である。
衣裳は多くの文化財のなかで、もっとも被害にあい
やすく、様々な環境の変化を受けやすい。そして、衣
裳博物館の資料は資料自体の歴史的価値だけでなく、
杉野学園自体の歴史もそこに凝縮されているのであ
る。
１点でも多くの資料を後世に残すためにも、多くの
人達が衣裳博物館によりいっそうの関心を持ち、予防
保存の共通の認識をもって衣裳博物館の IPM プログ
ラムを共に遂行していけることを切に願ってやまな
い。
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清 浄 度
ク ラ ス
微 粒 子 数 微 生 物 数
粒径（μm） 個／ft３ 個／ℓ 個／ft３ 個／ℓ 個／ft３週 個／㎥週
１００ ≧０．５ ≦１００ ≦３．５ ≦０．１ ≦０．００３５ ≦１，２００ ≦１２，９００
１０，０００
≧０．５ ≦１０，０００ ≦３５０ ≦０．５
≦０．０１７６ ≦６，０００ ≦６４，６００
≧５．０ ≦６５ ≦２．３ ≦０．０１７６
１００，０００
≧０．５ ≦１００，０００ ≦３，５００ ≦２．５
≦０．０８８４ ≦３０，０００ ≦３２３，０００
≧５．０ ≦７００ ≦２５ ≦０．０８８４
〔米国 NASA 規格 NHB－５３４０－２による〕
表９ 浮遊粉塵の個数からみたNASA規格における清浄度クラス
－ 103 －
